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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jlカ・グ♪2月0）lniに二f呆’，i三1－”r（1（εunar，1958）　［∴『C’一ドJ】夏剖～『マ

　　　　　　　　　緒　　君　　　　　　祠＿ジ法にU）採］L・（し，齢・、1姻σ）身描総睡イ、つて

　llU1顎島が：雄渓鳥力．・1．♪隔i三｝「1：され，ゾこ後，－J．、L・〈・．を．｝…占ユ！η｛盾二1産ぞ5・こと　　　1［’Lfl　a．）1采］hff』1…1Iil夜：lll：・とし．．ノこQ’Vl」］・ii）t（ノ．）1采」反は乙レXII：くとも4811」’

は，古くからク！【拭：，れノてい｝f）（Pa1・ker，1948；Van　Dri一　　　問S，IJ・．．．1．1の問lli’：ilをおき，採取ll二あた“．．）てはcloaca　l．’・1に綿球

Inln・1・・，1951），こ、　しらのi啖か嚇捗…1桐’・｝．・：仁Vl：｛ゆ．’i痴　赫1i1．．人し一：｝三た：il」：．tll賄1・1℃癬腿し・極．川iSi伽．・｝・勲ミに・騰

道内において，長川聞にわたつて〔lll：精能力≒1ヒ保持す・．．．）と　　　汚染をさけノこ。　llill液は採取f・／itli．1：9らに50001ilill｝云C，－30分間遠

考えら巾．，ている。ところが精液を休娼．に．保存すると，きわ　　　心ップ1撒し梢漿を分離1蕩ミ」反し・ノ．・二・／・透li月液（ii甜．生ヴ1｝［〔器から滲

めて短時間内に受晴能力を失う（Garren＆Schaffner，　　　出’．・；「Pる液’．dlll漿の｝kな部ウ〉と考’え¢｝れ為）は精液採取

1952；Schindler＆Weins亡eill，1955），これは鶏精ll乏　　時・精管尉．頸から精管lh［i液が流出．｝．1～諭後にcloacaα・）

a・）！｝寺墨・1生として興1床ある串：実一ぐあるとともに，他ソi人二に　　　fold　カ、ら渓こ1．Llし・ノこ．も0：）をス71ぞイドで1吸弓1採ll更し．た。　・lr［1・

授精普．及上cフ）大きな障鵠：となつている。この鶏精液の特　　　清：よ鞘？ぐ娼』采取iiil：前にiil，11：一下静脈か・ら採」悦した．唾L液ンう『・ら．分離

劉生は，滋として鞘了・そのものの特ll生によるもの．と．考え　　　し・：情漿とともに当旧の中に分析に供した〔・精管精1｛交は

られるが，窯ブこ鶏の副1，．ヒ殖器’肖・は哺乳類のぞ：1・u．と発達や　　　5月に・屠殺した雄鶏の精省；から採取し．・4朋分をプー一

構造を一1乳く異にすることカ・・ら，　躁の特性1二よるこ　・レし10・OOOiiliigl：il”cr“30州臨継’L・分i　1〔1し」醐1　1（．111糊…il童

とも．考・えられる。それにもかかわらず鶏のllil歯娼寺にその　　　液の精漿）を分離採取し・分．｛りT’に供しブ：二。

生IL学的研3宅は少なく，　わずかに　Man11（1954．），　　　　Na・1（はM〔〕sker　eta1・（．1949）の方法にもとずき，

DeMuelenaere＆Quick（：1958）およびLake　etal．　　Proehl＆Nels〔m（1950）の｛ii乏告を．余・照して修・1．1．1し・

（1958，，59）朔i逝の幸購を見るにすぎない、，　　　La・geの焔光趣芝言．1’で，　C・1翻駅（1957）の方法に従

　本研究は鶏の精漿，精管液および．i白L清のNa，1（およ　　　いBeckmal1の．分光：）1‘1度計で測定し・た・：・

びCaの濃度を測定したもので，班にそれらの結果から
鶏精液の彬・網三に・：）いて考察をこころみた。　　　　　　　　　　　　　結果ならびに考察

　木研究は九州ソく学農学部畜産瑞を第一一．教憲において行つ　　　精液、轟：および精子濃度

たもので1．御指1導をた‘まわつた岡本lil三幹教授，　f丘：1］援助を　　　　採取精1｛憂量および梢子濃．度は　Table　1の通りであ

いただいた1i1】教竃員の：方・々，ならびに測定の便をは｝1μつ　　　る，　縞子濃度は肉II艮11勺に高・1†1・・低濃度に区分し，　そ

ていただいた1田：産｛製造剃農芸化学科・）1［er：il・学の・各教室重販　　　の各．々の一…部のみについて顕微鏡1杓に：i省」’・濃度を測定．し

の方々に深．甚の謝意を表する。　　　　　　　　　　　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Na，　K　葺3よU；Ca詑1畏趣芝

　　　　　　　　欄ならび1訪法　　　　糠お。び1備のN。，K．、1、よびC、11賜よT、ble

　10－t16ヵ月令の白．色レグ］・kl　．ン雄鶏を｝1．1い，／｛…｝li液は12　　　2の麺りで7　K濃度は1血L清よりも｛tl｝漿が，　Ca濃度は精

1砺5瓢三、，繭薦1騨鱗萩謡i漏　漿よ｝」も・fi・瀞いずれ舗髭弐縣P．く゜・°°1）購く・

　　表した。　　　　　　　　　　N・ll鞭は瀦輔1！に備差が認めら・1し編つた・牛’
‘＊：i： @〒督産学研究室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三ドの精液は鶏，hl｝液．と同じ．く／llllレ子濃度が高い7う㍉　前者の精
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Table　l　Volume　ancl　clensity　of　collected　selllelユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（m1，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　養＄：9盤舗，es　A・…9・v・lu・・　S…　　R・・9・

Cocks　　　　　　　　　 12　　　　　　　　　　　　　　　　0．52　　　　　　　　　　 0．19　　　　　　　　0．85－0。36

Samples　　　　　　　　　76　　　　　　　　　　　　　　　　　0．56　　　　　　　　　　　0．22　　　　　　　　　1．10－0，20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100　per　ln1．）

De
a@譜i，躍　 ．．．一一．t－．．．－t．．．．．＿．三二⑳璽亜葺鰻1二：1二二＿二。．＿

density　　　　　samPles　　　　　　No．　of　samPles　　　　　　Avel・age　density　　　　　　S．　D．

High　　　　　　　　　　　18　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，52　　　　　　　　　　　　　　0．4S

Middle　　　　　36　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　1，92　　　　　　　　0，57

Low　　　　　　　　　22　　　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　　　　　0．32　　　　　　　　　　　0．11

Table　2　Concentration　of　Na，　K　and　Ca　in　seminal

　　　　　　　　plasma　and　bloΩd　sel’ulll‘）f　the　cock

　　　　　　　　　　　　　　　llng．　per　100　ml。）

Semillal　plasma　　　　　　　　　　　　　　　　　Blo（〕d　serum

No．　of　　Average　　　　　　　　　　　　　　No．　of　　Average

臨，、。ncen，．・…　R・…　灘s。f＿、．　S．・．　Ra…

samples）　　　　　　　　　　　　samples）

Na　　8（31）　　　341。0　　　　4．6　346．5－・332，5　　　8（29）　　　　342．3　　　　6．0　　　356．3．．一・336．8

K二　　　8（39）　　　 29．7　　　　6．8　　42．0－－22．6　　　 8（27）　　　　　17．1　　　　2．4　　　 21．6・一．・14．8

Ca　　　　9　（38）　　　　　　8．4　　　　　　0，5　　　　9．　O－　　7．9　　　　10　（33）　　　　　　　10，5　　　　　　0，3　　　　　11，0－　10．2

Table　3　Analytical　results　hユsemilユal　plasma　of　dense　and　tllin　seme1ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（nlg．　per　100　ml．）

Seminal　plasnユa　of　Clense　semen　　　　　　　Seminal　plasma　of　thin　semen

翻1，念欝・…　R・・g・　譜も謎、温難・．・．Ra・9・

Na　　　11　　　　　342。1　　10．0　　362　－328　　　　　　　9　　　　340，6　　　　13．0　　365　－324

1く　　　　　　11　　　　　　　　　33．7　　　　7．0　　　　49．O－　28．2　　　　　　　　11　　　　　　　　23．4　　　　　　　2．2　　　　27．8－　21．O

Ca　　　　6　　　　　　 7．6　　　0．9　　　 9．　O－　6．6　　　　　13　　　　　　8．7　　　　　0．9　　　10．8－　7．2

漿のNa・KおよびCa濃度（Nesmejanova，1937；　　濃度はTable　3ρ）遥りで，両者の問にNa濃度｝こおい

Rothschild　＆　Bames，1954；Mann，　1954；　Cragle　　　て｝ま有葱：差が認められ）k　v・が，　Kは濃厚：な精｝1菱の構漿

・t・1・1958：）に較べると，灘縮漿はNa濃度が高く・K　；こ，　C・｝．ま稀薄購lil｛髪の精漿に・f穂n勺（P〈。．。01，　Pく0．

およびCa濃度が低いことが知られ・Na／Kは牛訊き羊で　　　05）に多かつた。下腹部マッサー一ジ法に．；こξ，・hli液1彩反時

1～2であるのに較べ鶏では11・5でKに対するNa比　　　にcloacaのfoldから滲出する1夜をスポイドで吸引し

が箸しく：大である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た，いわゆる／虞明言夜に含まれるNa，　KおよびCa濃1堕

　濃厚な精液と稀薄なlil背液の精漿のNa・1くおよびCa　　　はTable　4に，また精管から搾：収した精液の捕漿σ1）そ；｝・し



武田：鶏の1肖液に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　57

はTable　5に・1ζす通りである。透明液と，111】時に採取　　　清のそれより低いのは，透明液の蛋白質濃度は血清のそ

した伯L清を較べると（Table　4），　NaおよびK濃度に　　　れの1／10以下である（西山，1957）ことから考えて，蛋

：ま有1猷1は認められ・ず，Ca灘甜透明液力蒐燃少ない　齢給悟三c・の移行が少ないためでv・31・f；sいかと1鰹され

（Pく0・01）が，透明液のこれら　cation濃艘はおおよ　　　るD一方精管情液は1（ガ隅度力著しくil　iく，Ca濃度が低

そ癬1清のそれに近iいもρ）である。透明液のCa濃硬が加L　　　い。

Table　4　Ana】ytical　results　in　1〕lood　serum　and　transperent　fluid

　　　　　　　　　　　　　（m9．　per　100　mL）

No．　of
B工ood　serum　　　　　　　　　　　　　　Transperent　fluid＊

samPles @識器l　S．・・　Ra・9・　畠懸？S．D．　R・…
Na　　　IO　　　　　　　　　341．4　　　13．0　　　　358　－322　　　　　338．5　　　7．ア　　　342　－331

K二　　　　12　　　　　　　　　 17．6　　　　3．0　　　　　2｝．8・－14．2　　　　19．3　　　 1．4　　　 21。2－・・16。4

Ca　　　　5　　　　　　　　　 11．1　　　　0。4　　　　　11。5－－10，5　　　　　8．8　　　 1．0　　　 10．2－・　フ。2

　　＊The　fluid　flowed　from　accessory　reproductive　Qrgan　of　the　cocl（．

　従来雄i鶏には融i．殖腺が存｛Eせず，室｝撚；内の精液がi1．〔　　少（Macirone＆Walton，1938）に較べると著しくな

屡体外に射出されると見なされていたが，西し、Ll（1951，　　　く，　Frj漿のCa濃度σ）無下は牛における例（Cragle　etalv

’52，’54，’57）は一・連の研究のlilk果，　lymph　foldおよ　　　1958）と異なり，ほとんど変化が児られない。これ1』よ透

びvescular　bodyが生製1WJに哺乳類の副生殖腺と［司様　　　明液と血：iiiliのbulk　cation濃度力：類似している一P－，実とと

な1、｝÷1…rて，射｛・｝1∫時にこれら器官からの液力i【1∫管精液に添i　　　もに，透明液すなわち要島の精漿は，哺乳．実llのそれ，が腺分

加され射’出聖ill液となること，ならびにこの液は組織学的　　　泌によるのと異なり，1蕉接、1白L液から分離生成される：iiFを

および生｝lil｝1ξ：的見地から，細胞の分泌にtlll来するもので　　　示すものと解され，西1⊥．［（1952，’54）の｛「ik論とも・・『『一・致す

はなく．［血L液から直接分離生産さオvるものであろうと推11　㍍　　るものである。

した。橘漿のbulk　cation濃度に関する本研究において　　　　K濃慶は精管：｛…li液の糖漿が最もi　iく，射噛出梢液の精漿

も，精管内精液（Table　5）と射LLI粘液（Table　2）の性　　　　・透明液・」血清と次第に低下し，　Ca沈度はこれと傘く

状には明らかな差異が認みられた。　　　　　　　　　　　　　反対に高くなる。精跨精液・射ILli楯液。透明液のKおよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びCa濃腱から算定すると，射禺精液は粋｝管精液に透明

　Table　5　Analitical　results　in　seminal　plasma　　　　液力翼約10倍加わつたものと推完される。

　　　　　of　vas　deferens　semen　　　　　　　　　　　　　牽ill管精液のbulk　cation濃度（Table　5）は，請一」・が

　　　　　　　　　（mg・pe「mL）　　　　　　醐納1こおいては劇欄に身，たり活力を保持する陣こか

　　　　臨瓢・艦IS・・D・…9・　家瀦葉醗灘糖度の謙にフ」囎え

　Na　　　4　　　　294．0　　　19．3　316　　－270

K4145．539。3188－109　　大要．CaQ4 @量・2＿1・34・ト2⊥　　要鳥端儲｝脚糠．射1，H・F］l」液の糠・1醐1疑・備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のNa・K聡よびCa濃度（mg．／100nll．）を定量した

連続採1｝1｝時にお；．ナる精液性状の変化　　　　　　　　　　　　ところ，Na濃度はそれぞれ294．0，34LO，338．5，342．3．

　20分間隔で6回連続採情した時の精液量・精・了・濃度な　　　で’著差は認められなか“Pたが，K濃度は145．5，29．7，

らびに11M漿のCa濃鷹の変化は，3例のiiZ均値において　　　19．3，17．ユで精筏情液の｛111漿1まきわめて高く，透明液と

Fig．1の通りである。回次が進むにつれ精子濃度の低下　　　煎L清は類似しており，　Ca　V］「贋は3．2，8．4，8．8，10．5

は著しいが，精液量の減少は先における連続射情時の減　　　で精管精液は低く，射出楕液の精漿と透明液はこれより



58　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 f、．習・卜i「プぐ宰：ill［晃維i’「1ご：剖1仰1究幸1．乏告・　翁写9．り・

．陵1く，拍】．清は．IJIIに二高か／）ノこ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Patl1．，20〔9），806（1950♪

　　気加jf階I　l六1｝こ1、垂斜己｛采．1…1ii’し．ノ：二il祭，　爵1｝；．よi1甫判．、’1頂と昂き7筏り，　’li’i「i’　　　　12　　柳1尺女．rE：1）i〔：ii・［1：1七〔1：蛎汁ヴ．）｛ユ≦陽ミ，　（19571），　．！IJ・．1・1／11．1　ltj｝反

液最や精漿のCa濃度に著し．い減少が見ら｝1．しなかつた，　　　13　NEsMEJANQvA，　T．　N．：UsP．　Zooteh．　Nauk．，5

これ’は前記透［’IJil液と1白L清のbulk　cati‘m濃11芝が1頒卿、して　　　　　　　　（2），65（：1937）〔Ailimal　I3reeding　Abst，，ア

レ’る：！l・1：二避．と～らオ．｝－1：1：．！歩；して7，　巽島：二二1層SL」て二｝よ・　桿1享良しり　1三剖1う，、　　　　　　　　　　　　（3），　204　（．］．939）〕

と考¶え．ら；1している．透口，1液｝よ，　lllL液かt：’．）　il’lii：接分i三ii（！D戊：さ；1し　　　　14　RoTHscI．IILD，　L．　＆H．　BARNI，⊃s：J，　ExP，　Bi〔／）1，，

るとa）1．1信論は．当をilU・ノこもo）と、1母、；わ；11・・！：こc）　　　　　　　　　　　　　　　31，561（1954り

　　また1｝i∫記．各液ρ．）1〕ulk　cati（》11濃1些ピから1鵜：i；1’．1．1ると，　　　15　CRAGLE，　R．　G，，G．　W，　SALlsBIJRY＆N．L．　VAN

射出精液ウ．よ精管楕1夜ンうミ透明液で糸～110倍に稀駅され・ている　　　　　　　　DEMARK：J．　Dairy　Sci．，411ω，12‘i7（1958、

と1「1醇韮さ恥’た0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　i獅111・久ごJf：：九．ノく錯1∫1亨：謝ミ1｝U・s，，13（1．・4），377（1．95．D

　非｝胎寓；1i鋼持夜6え）’．li’11」’IVe（7）　bulk　cationρ畏1度｝よ，　．｝ii駐」’ゴ・｛呆f・1’zi夜a．）　　　　17　　・・・…．一．…一．・一．一・一．．・．．；、ノL大錯き1’．｝∫：宏ミli志，　12（3），　283　（止952）

それ，ら濃度0）1訓1「1：1整に示1唆を．‘」・えるもo）と∴；f’．え．ド．・れ，≠二σ　　　　18　・．・…一一一一．一・：1．1畜会湿¶25（．2・・4．），102（1954）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　NISI－IIYAMA，｝1．：J．　1；ac．ul，　Agr．　Kyushu
　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Univ．，　11（D，　63　（1957）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sttrnmary
2　VAN　DRIMMELEN，　G．　C．：〔｝nclerstelx，ort　J．　Vet，

　　　　　　Res。，L　1（1951）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tl憶　collCCtlltl・Eltion　of　so⊂litu｝．1，　pOtE　E　SiUlll　alld

3　GARREN・1”1・W・＆C．　S，　SI．IAFFNER：Pく｝ult．　　caiciunl　have　been‘letermhled　ill　seii’1inul　Plasma

　　　　　　Sci・・　31（1｝，　137（．1952）　　　　　　　　　　　　　唱　　　　　　of　vas　deferen＄　an（l　selllL－11　collecte（l　by　massage

4　ScHINDLER，　H．，　S，　WEINsTEIN，　E．　MQsEs＆　　　method，　transperellt　fluid（which　fk｝wecl　frQlu　acco・

　　　　　　1。GABRIEL：Poult，　Sci．，34㈲，1113（1955：、）　　　ssory　reproductive　o正・gεm）alld　blood　＄e1・um　し｝f　Ule

5　MANN，　T．：The　Biochemistry　of　Semen，33　　　ct〕ck．

　　　　　　　（1954），Methuen　　　　　　　　　　　　　　　　The　Ix）tassiしlm　value　in　plasma　Qf　vas　deferells

6　DEMuELENAERE　H．　J．　H．＆G．　V．　Q．uxcKE：　　is　sisTiiificantly　higher　than　that　of　tr；lnsperent

　　　　　　S．Afr．　J．　Agr．　Sci．，1（：1），67（1958）　　　　　fluid，　while　the　calcium　value　is　lowei’，

7　LAKE，　P．　E、，E．　J．　BuTHER，　J．　W．　McCALLuM　　　Since　tl、e　bulk　cEltioll　values　of　transperellt　fluid

　　　　　　＆1。J。　MAcLNTYRE　：Quar。　J．　Exp．　　　　are　simiIer　to　that　o正blood　serum，　and　the　decr¢ase

　　　　　　PhysioL，43（3），　309（1958）　　　　　　　　　　　　　　　of　seInen　　volume　alld　sem｛nal　plasm三1　calcium

8　　　　　＆W。M．　McLNDoE：Biochem．　J．，　　accordh1鍔to　repeating　of　ejaculation　is　n〔）t　s‘｝much

　　　　　　71（2），　303　（1959）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　the　cock　as　in　lnall1111als，　it　Inay　be　assumed

g　KAMAR・G・A・R・：Poult．　Sci．，37（6：｝，1382　　　that　the　transperent　fluid　ol・cheif　part　of　seminaI

　　　　　　　（1958）　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　plasma　is　p！’obably　produced　clirectly　by　the　blood

10　MosKER，　R．　E．，A．　J．　BoYLE，　E，　J．　BIRD，　S．　D，　　in　the　cock．

　　　　　　JAcoBsoN，　T．　M．　BATcKELER，　L．　T．　IsERI＆　　　　The　results　of　deterlnination〔｝f　tlle　bulk　cEltiOII

　　　　　　G，B．　MYERs：Am．　J．　Clin．　Path．，1g（5），　　　values　ill　each　fiuid　Iuay　suggest　that　was　defe旦・ens

　　　　　　461　（1949）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　semen　is　diluted　with　transperellt　fluid　to　about

ll　PRoEHL，　E．　C．＆W．　P．　NELsoN：Am．　J．　Clin．　　10　times　in　volume　ill　collected　semell．
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